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第２学年 算 数 科 学 習 指 導 案 

 

指導者 山王小 齋 藤 寛 大 

研究主題（市教研算数部主題） 

 

 

 

１ 単元名 「１０００までの数」 

 

２ 単元について 

（１）学習内容 

  本単元は、小学校学習指導要領、第２学年２内容Ａ「数と計算」（１）（２）に示された指導事項の

うち、１０００までの数の読み方や書き方、数の大小、順序、系列、構成、１０や１００を単位とす

る数の相対的な大きさについての理解、それに基づいた加減計算の仕方の指導のために設定されたも

のである。 

  児童は本単元の学習までに、第１学年で１２０程度の数までは学習している。そこでは、具体物を

かぞえることを通して、個数を比べたり、個数や順番を正しく数えたり表したりした。また、１つの

数をほかの数との和や差としてみるなどほかの数と関連付けてみることも学習した。そのうえで、対

象となる数が大きくなるにしたがって、まとめて数えることの必要性を感じさせたり、２位数は１０

のまとまりと、端数がそれぞれいくつあるのかで表している、つまり十進位取り記数法の原理の基礎

的な理解をはかったりしてきた。第２学年の学習では、第１学年の学習をもとに、４位数までの数並

びに１００００、十進位取り記数法の原理の確実な理解をはかるとともに、数の相対的な見方、また、

加減計算の仕方について理解をはかることをねらいとしている。 

本単元では、１０００までの数を扱う。数の範囲を１０００まで拡張し、数の読み方、かき方、お

よび数の系列、順序、大小の比較など、数についての理解を深めること、数の相対的な大きさや数の

構成の理解を深めること、さらに、数の大小を不等号、等号を用いて表せるようになることをねらい

としている。本単元ではこれまで学習してきた３位数から４位数の１０００へと、扱う数が大きくな

る。数が大きくなることで位取りや数の書き方に戸惑う児童もいると思われるので、十進位取り記数

法の考え方と関連付けて考えられるよう、半具体物を数える活動から、位取り板、計算棒、お金の模

型などを用いた算数的活動を積極的に取り入れ、「１０」や「１００」などのまとまりをつくることの

よさや大切さに気づけるようにする。 

  本時は、大量のタイルを工夫して数える方法を考える。具体物を素材に使い、目の前で見せること

で、児童の「数えたい」という気持ちを高める。そして、いくつあるか正しく数えるためには、具体

物をわかりやすく並べる必要があることから、既習事項の１０のまとまりをつくって数えることや、

さらに大きな１００のまとまりをつくることのよさに気付かせたい。また、集めたタイルを袋に入れ

てまとめる操作活動を行うことで、何百という数の大きさや量感を視覚的に捉えることができるよう

にし、これまでの１００よりも大きい、１００をこえる数の表し方やしくみを調べていく、という次

時以降の課題への関心を高めていきたい。 

基礎・基本を身につけ、論理的に考え、進んで考えを発表し合う子どもを育てる算数学習のあり方 
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（２）既習との関連 

 

３ 単元の目標 

 ○１０００までの数について、数え方を工夫して数えようとしたり、十進位取り記数法のよさに気付

くことができる。                           【関心・意欲・態度】 

 ○１００までの数と同じように、１０００までの数の大きさを１０、１００などを単位としてそのい

くつ分とみたり、大きな数の加減を１０、１００を単位にして計算したりすることができる。 

【数学的な考え方】 

 ○十進位取り記数法の仕組みをもとにして、１０００までの数を表したりよんだりできる。また、１

０００までの数の大小を比べることができる。                    【技能】 

 ○１０００までの数の表し方や仕組みを説明することができる。          【知識・理解】 

４ 指導計画（１２時間扱い） 

小単元 時 目標 学習活動 おもな評価規準 

課題設定 

１ 

１００をこ

える数 

１ 

本時 

・「１００をこえる数の表

し方や仕組みを調べる」

という課題をつかむ。 

・１円玉の数を１０や１００

のまとまりをつくって数え

る。 

・１００をこえる数の表し方

や仕組みを調べるという課

題をつかむ。 

関１円玉の数を工夫

して数えようとして

いる。 

技１０や１００のま

とまりにして数える

ことができる。 

２ 

・３位数を数字で表した

り、構成を説明したりで

きる。 

・「三百六十五」について、３

位数の表し方を知る。 

・３位数の仕組みを考える。 

技３位数について、漢

字で表したり、構成し

たりできる。 
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３ 

・空位のある３位数を数字

で表したり、構成したり

できる。 

・「二百八」について、空位の

ある３位数の表し方を知

る。 

・空位のある３位数の仕組み

を知る。 

技空位のある３位数

を数字で表したり、構

成したりできる。 

４ 

・１０を単位にして、数の

相対的な大きさを捉え

ることができる。 

・１０を２４個集めるといく

つになるかを考え、１０を

単位とした数の構成につい

てまとめる。 

考 技１０を単位にし

て、数の大きさを表す

ことができる。 

５ 

・１０００という数を知

り、その構成や数の系列

を捉えることができる。 

・星を１００ずつ線で囲む。 

・１００を１０個集めた数１

０００を知る。 

・１０００の構成や系列を考

える。 

知１０００の数の仕

組みがわかる。 

６ 

・１０００までの数の系列

や順序を理解すること

ができる。 

・１目盛が１０の数直線を見

て、６５０、３４０、９９

０はどこになるかを考え

る。 

・数の系列についての練習を

する。 

知１０００までの数

の順序、系列がわか

る。 

７ 

・３位数の大小を比較する

ことができる。 

・各組の得点をよみ、大きさ

比べの仕方を考える。 

・不等号を使って数の大小を

表す。 

技 知３位数の大小の

比較の仕方を理解し、

比較することができ

る。 

８ ・練習 

２ 

たし算とひ

き算 

９ 

・１０を単位とする簡単な

たし算・ひき算ができ

る。 

・８０＋３０や１３０－９０の

計算の仕方を考える。 

考  技１０を単位と

する簡単計算ができ

る。 

10 

・１００を単位とする簡単 

なたし算・ひき算ができ

る。 

・２００＋４００や８００－６

００の計算の仕方を考える。 

考  技１００を単位

とする簡単な計算が

できる。 

たしかめま

しょう 
11 

・学習内容の自己評価 

やってみよ

う 

「数あて」 

12 

・数の大小比較をしなが

ら、□にあてはまる数を

見つけることができる。 

・【発展】不等号を使って表さ

れた式の□にあてはまる数

を考える。 

考□の中に入る数を

筋道立てて考えるこ

とができる。 
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５ 本時の指導 

（１）検証の視点 

仮説１ 

 

 

 

 ○考え方を促すための素材の工夫 

   本時の学習では、タイルを素材として使用する。ただ数えればよいのではなく、「正確に」と

いう視点をもって児童に具体物を数えさせたい。そうすることで、１つずつ数えていったり、

目測で数えようとしたりする児童が減り、１０でまとめることのよさに気づけると考える。 

まず、問題把握の過程では、図工で使う大量のタイルを見せる。量の多さに児童は関心をも

ち「数えてみたい」と意欲を見せるだろう。いくつくらいあるかを予想させ、それをどうやっ

て数えていくか見通しを立てる。１つずつ、２とび、５とびで数えると考える児童もいると思

われるが、ここでは１０のまとまりをつくって数えてきたこと、「１０が１０個で１００」とい

う既習事項を想起するよう声をかけたい。 

   自力解決の過程では、一人一人が具体物にふれ、数えられる満足感を味わえるよう、１グル

ープにタイルを３６５枚配る。児童はタイルを並べたり集めたりして数え始めることが予想さ

れるが、１０や１００ずつにまとめたタイルは、バラバラになってしまうことが考えられる。

そこでチャック付の袋を用意し、児童の様子を見て配布できるようにしておく。「見やすくまと

めたい」という声が出た時に渡し、１０や１００のまとまりを視覚的にとらえやすくできるよ

うにする。 

   本時の最後には、チラシや輪ゴムなど、３位数を使った身近なものを見せ、学習の見通しを

もたせる。児童は、本単元で学ぶことが自らの生活に深く関わっていくことを感じ、次時以降

の学習への意欲が高まると考える。 

 

仮説２ 

 

 

 

 ○少人数グループでの学習の仕方の工夫 

  本時の学習では、数える操作活動を行う。数える具体物が多いことから、一人では数えまちが

いや作業の個人差が大きく出ることが予想される。そこで、友達と協力して数えるグループ学習

の場を設ける。また、ただ数えるのではなく、「正確に表す」という視点をもたせることで、まと

まりのつくり方や並べ方で多くの意見を出させたい。試行錯誤しながら活動することで、より考

えを深めることができると考える。 

グループは３人を基本とし、算数を得意とする児童、苦手とする児童、その中間程度の児童と

学力のバランスを考えてメンバーを決める。算数が苦手な児童は、友達の考えを参考にしながら

自力解決に取り組むことができ、答えが出せれば達成感を得ることができる。また、算数が得意

学習のねらいや児童の実態に応じた算数的活動を工夫すれば、子どもは進んで学び、基礎・基本

を身に付けるだろう。 

一人一人の考えを表現し、みがき合う工夫をすれば、子どもは数理的な処理のよさを学び、算

数の楽しさを味わうだろう。 
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な児童は、率先してアイデアを出したり、友達にやり方を教えたりすることで、自分の考えに根

拠や自信をもつことができる。自分の考えに達成感や自信をもつことで、児童は学習に積極的に

取り組み、思考力や表現力を伸ばすことができるのではないかと考える。学習の感想には、友達

と考えてよかったところを書かせたり発表させたりすることで、ペアやグループでの学習のなか

での発見や自己の変容に気付き、算数の楽しさを味わうことができるだろう。 

（２）本時の目標 

  ○１００にまとめることのよさを知り「１００をこえる数の表し方や仕組みを調べる」という単元

の課題をつかむ。 

（３）本時の評価規準 

  ○タイルの数を工夫して数えようとしている。（関心・意欲・態度） 

  ○１０や１００のまとまりにして数えることができる。（技能） 

（４）展開（１／１２） 

過程 学習内容と活動 指導や支援の手立て（評価◆） 資料・教具 

導 

入 

 

 

 

 

 

 

 

 

自 

力 

解 

決 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 学習課題を把握し、見通しをもつ。 

 ○袋に入ったタイルを見て、何個くらい

か、おおよその数を考え、数える見通しを

もつ。 

 ・１００個くらいかな。 

 ・もっとたくさんありそうだよ。 

 ・１０個ずつ囲んでいく。 

 ・２とびで数えて囲む。 

 ・１個ずつ消していく。 

 ・いくつあるか並べたいな。 

 

 

２ グループでタイルの数を数える。 

《予想される児童の考え》 

 ・１０のまとまりをつくって数える。 

 

 

 

・５０や１００のまとまり（大きいまとまり）

をつくって数える。 

 

 

 

・１０のまとまりを１０個集めて１００のま

とまりにして数える。 

 

○図工の材料という児童に身近な素材

を扱うことで、「数を知りたい」とい

う素材への関心を高める。 

○どのように数えたらよいか、見通しを

もたせる。 

○数える際には、落ちや重なりがなく、

確認しやすい数え方をくふうするよ

う助言する。 

 

 

 

○グループにタイル１セットと模造紙

一枚配布し、その上で作業させる。 

○早く数え終わったグループには、模造

紙に数えた数や数えた方法を見やす

く書き込むよう指示する。また、どの

ようにして考えたかを短い文で書か

せておく。 

○タイルが動くことに気付いたグルー

プには、チャック付きの袋を渡し、10

のまとまりを入れられるようにする。 

◆タイルの数を工夫して数えようとし

ている。（関心・意欲・態度） 

【ワークシート・観察】 

 

２４５枚の

タイル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童用タイ

ル２４５枚 

模造紙 

画板 

 

 

 

チャック付

袋小（１０

個用）・大

（１００個

用） 

 

いくつあるか数えてみて、数がわかるようにあらわそう。 
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比 

較 

検 

討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま 

と 

め 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 数えた結果を伝え合う。 

 ・１０のまとまりをつくって数えたよ。 

 ・１０のまとまりが１０個で「１００」に

してまとめたよ。 

 

４ よい考えはどれかを比較検討する。 

 ・席を立ってお互いのグループの数え方を

見合い、正確に数えているものはどれか

を考える。 

・１００のまとまり、１０のまとまり、ば

らごとに数えると見やすいね。 

 

 

 

 

 

５ １００のまとまりを使った数え方ワー

クシートに書きこむ。 

 

 

６ 二百・二百四十五の読み方を知る。 

 

 

 

○１００のまとまりをつくったグルー

プがあれば、写真にとって記録してお

き、提示できるようにしておく。 

 

○正しく数えられないグループには、ま

とまりを囲んだ○に数字を振るなど、

落ちや重なりがない数え方を助言す

る。 

 

○袋を使ったグループは掲示できるよ

うに模造紙にテープで貼らせる。 

 

 

 

○数だけでなくまとまりのつくり方や

並べ方について説明させることで、自

分たちの考え方との違いに着目でき

るようにする。 

 

○ほかのグループの考えを見に行く時

間を取り、「わかりやすく」という視

点でよい考えを比べさせる。 

○児童の発言をもとに、１０のまとまり

を１０個合わせて１００にまとめる

と数えやすいことに気付かせる。 

○線で囲んだグループの考えは、書画カ

メラでテレビに映して提示する。 

 

 

 

○「１００」「１０」「１」のまとまりが

いくつあるかをワークシートに書き

こませた後、読み方と答えを全体で確

認する。 

◆１０や１００のまとまりにして数え

ることができる。（技能） 

【観察・発言】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書画カメラ 

 

 

 

 

ワークシー

ト（児童用） 

ワークシー

ト（掲示用） 

 

 

１００ 

《予想される誤答》 

・３６４、３６６（数えまちがい） 

・３５５（１０のまとまりの数えま

ちがい） 

・３７０（ばらの５つも１０とする） 

１００ 

１００ １００ 
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７ 学習を振り返る。 

 ○ノートに本時の自己評価と感想を書く。 

 

 

８ 単元のめあてを設定し、次時以降の学習

に関心をもたせる。 

 ・買い物で大きな数が計算できそうだ。 

 ・３００よりもっと多い数を数えてみたい

な。 

 

 

 

○話し合うことのよさに気付かせるた

めに、自分の考えの変化や友達のいい

考え方について書いている児童の感

想を紹介する。 

○具体物を見せながら、１０００までの

数を学習することで、どんなことがで

きるかを想像させ、学習の関心を高め

る。 

 

 

 

 

 

 

 

３位数で表

されている

具体物 

 

１００より大きい数は、１００のまとまりをつくるとかぞえやすい。 


